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義寂釈義一撰『法華経論述記』の文献学的研究（4)

金 畑坤 ・桑名法晃

I 緒言

本稿は 『法華文化研究』第41号に掲載した「義寂釈義一撰 『法華経論述記Jの文献学的研究

(3）」（以下、研究（3）） の続編である。本稿では研究（3）に引き続き、『述記』における 『法華論』

の「七種功徳成就」の第二「衆成就」の第三「摂功徳成就」の第一「声聞功徳成就」の第二

「総別相門」から、第三「摂功徳成就」の第二「菩薩功徳成就」の第一「上支下支門」の冒頭

部に対する注釈までの校訂テキスト並びにそれに基づく訓読訳を提示する。凡例は研究（1）に準

ずる。該当箇所の科文は下記のとおりである。

〔科文〕

5-1 2 3 1 2.論日⑩ ・総別相門

5 C-2-1-3-2. 解云⑩ ・総別門

5-1-2 3 1 3. 論日⑪ ・摂取事門

5-C-2-1-3-3. 解云⑪ ・摂取事門

II 校訂テキストと訓読訳

5-1-2-3-1-2.論日⑩ ・総別相門

5-1-2-3-2. 論日⑫ ・菩薩功徳成就

任C-22. 解云⑫ －菩薩摂功徳門

5 1 2-3-2-1. 論日⑬ ・上支下支門

5-C-2 2 1. 解云⑬ －上支下支門

〔校訂テキス ト〕（K.17r8-v2・S.8r29 9r2・D.712bl5 17 ・ H. 306a21 24 ・ X. 783c3-5) 

論日。(I）盟旦止目1堂。皆是阿羅漢等十六句。f21_盈呈盟。盤宣旦i盤。乃至。土互童。墜担宣盟

国主童生。畳蓋型量。第利盆一切諸衆生故。

〔司｜｜読訳〕

『［法華］論』に日わく、「「線別相門」とは、「＠皆な是れ阿羅漢なり」等の十六句にして、初

句は是れ絶！、官会句は別なるが故に。乃至、十五には、感に如賓に同生の諸衆を知り 、諸もろの

功徳を得て、負めに一切の諸もろの衆生を利盆すべきが故に」と。

5-C-2ート3-2a.解云⑩ ・総別門 （自第一至第四）

〔校訂テキスト〕 （K.l 7v2-18r8・S.9r2 16 ・ D. 712bl8 713al6 ・ H. 306bl 23 ・ X. 783c6-22) 

解云。白下第二依総別門。稗十六句。（2）彼阿羅漢毛之属鹿者。阿羅漢名。難含三義。（3）今就

慮義名之筋線。以通十五種腔義故。十五種者。於総陸中。随義別目。（4）一二着。！￥受飲食臥具

供養恭敬等故者。謂感受供。雁以諸漏（5）己蓋故。感受世間飲食等供。磨将大衆教化一切者。
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謂懸差文化。感以無復煩悩故。麿終大衆数化ー（6）盟。第三章。謂麿遊入。感以心得自在故。塵

ム塁盗笠。遊行無失。第旦室。懸降伏。雁以善得心解脱故。屋監（7）立園盆道笠。如龍樹云。

(8）蓋盆道笠。盟道韮亙j直。蓋笠二（9）園盤。蓋丘二型盤。主道主能準。担ム（10）但布施求清浮。

(11）査(12）但布施持戒説済j手。査＊但布施税定説清浄。査＊盟主(13）施智慧説清j手。如是等種種道

歪皇星。蓋韮型盤。蓋(14）小型連。重量塁。是人雄一庭心(15）圏壁盟。亙盆亙盤盟0 i呈（16）埜圏

亙盛亙並。(17）担園塾 生功徳人不能度 生老病死之大海 ～l、望遠ム（LS）困亙壁 董丘道盈盤

庄重度須政陀党志事。庚説感知。

〔ヨ｜｜読訳〕

解して云わく 、 白下は、 第二 ［5~C 2 I 3 2］「穂別門jに依りて十六句を稗す。

「彼の阿羅漢は之れを名づけて 「懸」 と矯す」とは、阿羅漢の名は、三義(19）を含むと難も、

今は 「腰」の義に就いて、 之れを名づけて「穂」と矯す。「十五種の「雁」の義」 に通ずるを

以ての放に。

十五種とは、絶、の 「懸」の中に於いて、義に随いて別目す。

［第］ーには、 「！￥.に飲食 ・臥具 ・供養 ・恭敬等を受く べきが放に」とは、感に供を受く べき

を謂う。「懸jは、 「＠諸もろの漏は巳に霊くる」を以ての放に、 感に世間の飲食等の供を受く

べし。

［第二には、］「懸に大衆を将いて一切を数化すべし」とは、目撃に教化すべきを謂う。「懸」

は、 「＠復た煩悩無き」を以ての故に、「麿に大衆を将いて一切を教化すベし」と。

第三には、 感に遊入すべきを謂う。「懸」は「＠心に自在を得るJを以ての放に、 「謄に緊落

等に入るべしjと。遊行するに失無し。

第四には、感に降伏すべし。「懸」は 「＠善く心解脱を得る」を以ての故に、「懸に園もろの

外道等を降伏すべし」と。

龍樹の云うが如し、「諸もろの外道等は、助遁の法をj繭せず、若しく はー園徳を行じ、若し

くは二功徳を行じ、遁を求むる も得ること能わず。人の但だ布施のみして清浄ならんことを求

むるが如しJと。「但だ布施 ・持戒のみを清浄なりと説く有り 、但だ布施 ・禅定のみを清浄な

りと説く有り 、但だ布施 ・智慧のみを清浄なりと説く有り。是くの如き等の種種の道は具足せ

ず。若しは無功徳、若しは小功徳なるを清浄と説く。是の人は、 一鹿には心解脱を圏と難も、

「好く解脱せり」と名づけず、浬繋の圏、満足せざるが故に。園に説くが如し。「無功徳の人
わた

は、生老病死の大海を度ること能わず、小功徳の人も固た度らず、善き行道の法は、併の説き

たもう所なり。」」と。須政陀党志を度せん事、康説す。躍に知るべし。

5-C-2-1-3-2b. 解云⑩ ・総別門 （自第五至第十五）

〔校訂テキス ト〕（K.18vl 19vl ・ S. 9rl6 lOrl ・ D. 713al6-bl6 ・ H. 306b23-307al ・ X. 783c22 
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784al6) 

(20） 第互主。 麿観察。 態以善得慧解脱故o ~宜童（21 ）連盟室主主。（22） .速観察者能多入義。 並乏

宜主重金連（23）並 （22）。 第"ii_。感説法。感以心善調伏故。麿不疾不遅説法。担（24）法相懸不疲倦

也。七者。雁頭陀。雁以人中大龍故。麿静坐空閑庭等。龍性楽静及小欲等。（25）.知律中坐鵡

比E。乞龍珠事・（25）。 ム。!l！善行。態以麿（26）作者作（27）故。圏二血丘（28）善開不著諸絡。第主

主。壁宜主主立。態以所作＊己排故。塵宜主丘。離空無我智。所作雑排故。第士主主。塵丘盟主目

里丘。磨以（29）離五陰捨故。於浬繋中。行無相行。土二重。雁行無願聖行。磨以（30）得浬繋利

故。於三界中。行無願行。十二者。麿降伏世間開。磨以霊諸有結故。能伏世間鵡j手心也。十三

童。麿起諸通路功徳。感以善得正智心解脱故。能起諸通勝功徳也。土旦主。磨誼第一義勝（31)

塾盈。態以一切心得自在故。善知見｛街道（32）園故。能蓋監型輩也。士互主。懸如賓知同生諸

塁。麿以到第一彼岸故。能如賓知同生諸衆。（33）所得功徳。同生衆者。非異生衆。謂聖衆也。

此復三態。如次（34）額示智断思徳。

〔司｜｜読訳〕

第五には、躍に観察すべし。「雁」は「＠善く慧解脱を得る」 を以ての故に、「感に智慧を以

て速やかに法を観察すべし」と。速やかに観察すとは、能く多く義に入る。能く多く行ずる

は、説いて速くと名づくるが故に。
はや

第六には、！震にj去を説くべし。「雁」は「＠心は善く調伏す」を以ての故に、 「麿に疾からず

遅からず法を説くに、法の如く相摩して疲倦せざるべきなり」と。

［第］七には、雁に頭陀すべし。「麿」は「＠人中の大龍なりJを以ての故に、「！.￥.に静に空閑
ねが

の庭に坐すべし」等と 。 龍の性は静及び小欲等を~う 。 『律』 の中の坐蹄比丘の、龍珠を乞う

事の如し。

［第］八には、感に善行すべし。「懸」は「＠！震に作すべき者は作す」を以ての故に、「圃に一

向に善聞を行じ、諸もろの鵡に著せざるべし」と。

第九には、 「感に空聖行（35）を行ずべし」と。「謄」は「＠作す所は己に緋ず」を以ての故

に、「庭に空行を行ずべし」と。空・無我智を離るれば、作す所は排じ難きが故に。

第十には、「感に無相聖行を行ずべし」と。「感」は「五陰の擦を離るる」を以ての故に、浬

繋の中に於いて、無相行を行ず。

［第］十ーには、「感に無願聖行を行ずべしJと。「懸」は「浬繋の利を得る」を以ての故に、

三界の中に於いて、無願行を行ず。

［第］十二には、「嬢に世間離を降伏すべし」と。「麿」は「＠諸もろの有結を霊くす」を以て

の故に、能く「世間踏の浮心を伏す」なり 。

［第］十三には、「磨に諸通の勝功徳を起こすべし」と。「磨」は「＠善く正智、心解脱を得

る」を以ての故に、能く「諸通の勝功徳を起こす」なり。



26 義寂釈義一撰 『法華経論述記jの文献学的研究（4)

［第］十四には、「磨に第一義の勝功徳を誼すべし」と。「懸」は 「＠一切の心に自在を得るJ

を以ての故に、 「善く見 ・惰道の園を知る」が故に、能く「勝功徳を誼する」なり。

［第］十五には、「感に如賓に同生の諸衆を知るべしJと。「暦」は「＠第ーなる彼岸に到れ

り」 を以ての故に、能く「如賓に同生の諸衆の所得の功徳を知る」なり。同生の衆とは、異生

の衆に非らず。謂わく 、聖衆なり。此れに復た三の 「感」あ り。次の如く 、智 ・魅Ii・恩の徳

(36）を顕示す。

5-1-2-3-1-3.論目⑪ ・摂取事門

〔校訂テキスト〕（K.19vl 3 ・ S. lOrl-3 ・ D. 713bl7-18 ・ H. 307a2-4 ・ X. 784al7-18) 

論日。（37)量里豊田主。些土主主立。時取十種功徳。乃至。十者掻取上首功徳。如経到第一彼岸

故。

〔司｜｜読訳〕

『［法華］論』に日わ く、 「「婿取事門」とは、此の十五句（38）もて、十種の功徳を掻取す。乃

至、十には、上首の功徳を揃取す。経の如く「＠第ーなる彼岸に到れる」 が故に」と。

5-C-2-1-3-3a.解云⑪ ・摂取事門

〔校訂テキス ト〕（K.19v3-20r7 ・ S. 10r3 14 ・ D. 714al 14 ・ H. 307a5 23 ・ X. 784al9 b8) 

解云。自下第三依婦取事門。緯十六句。（ぬ）上（40）止土五王立。磁取十種功徳者。唯約別中。（41)

排其磁取。故云十五。示現可説果不可説果故者。有鴬功徳。名可説果。 以相差別故。無矯功

徳。名不可説果。以相無別故。繍事分云。（42）盆些ホ己後不復感俺里丘壁：止。盟主＊己監二盟堕

i色。自ll:Mト爾時於諸煩悩断i威浬繋。藍皇よ：l塁。即由遠離増上慢故。此現賓有究克明脱。担宣鍾霊

＊巳得明脱所行境性。 由此出離一切所有有矯法故。 首知明脱亦得出離。 監車整旦。 並旦盟~

種施設皆無所有。一切戯論永滅離故。是故乃至諸有篤i法可得展車専問答施設能取所取言（43）益差

Jill。究寛浬繋無語法中一切問答言論差別。宜主盟理。十中初ー。是不可説果。後九皆是可説果

也

〔訓読訳〕

解して云わく 、白下は、第三［5-C-2-13 3］「掻取事門」に依りて十六句を絡す。

上の「此の十五句もて、十種の功徳を撮取す」とは、唯だ 「別」の中に約して、其の掻取を

緋ずるのみ。故に、十五と云う。

「可説の果 ・不可説の果（44）を示現するが故に」とは、有篤の功徳は、可説の果と名づく。柑

の差別を以ての故に。無矯の功徳は、不可説の果と名づく 。相の無別を以ての故に。

［『喰伽師地論』の］ 「織事分」 に云わく 、「此れ従り己後復た感に所行の境性を惰すべから

ず。如賓に己に一切の煩悩を断じ、即ち爾の時に於いて諸もろの煩悩断滅せる浬繋に於いて増
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上慢を離る。即ち増上慢を遠離するに由るが放に、此れ現に賓に究寛の明脱有り。如貰に領受

し己って明脱の所行の境性を得、此れに由りて一切の所有の有矯法を出離するが故に、嘗に知

るべし明脱も亦た出離を得と。j里繋の中に於いて能取・ 所取の二種の施設皆な所有無く 、一切

の！鈍論永にj威離するが故に、是の故に乃至諸もろの有矯j去の展特して問答し施設することを得

可き能取 ・J5Ji取の言論の差別、究寛浬繋の無矯法の中の一切の問答言論の差別皆な不如理な

り」と。

十の中、初めのーは、是れ不可説の果、後の九は、皆な是れ可説の果なり。

5-C-2-1-3-3b.解云⑪ ・摂取事門（自第一至第六）

〔校訂テキスト〕（K.20r7-2lr5 ・ S. 10r14-27 ・ D. 714al4-bl0・H.307a23-b20・X.784b8-22) 

(45）隼型連者。謂闘i功徳嘗鵠。是徳無相差別。是故就題。名徳功徳。孟型盈者。謂伏他功徳。

随所伏異。名篤諸也。歪連盟箆者。自順功徳。自能随順故。名不違。監型盈者。有大力故。名

勝功徳。如龍樹説。（46）無数阿羅漢中最大力。並云蓮皐。水行中龍力大。陸行中象力大故。又

(47）担主輩王。従大海出起於大雲遁覆（48）昼室。放大電光明照天地。盟主（49）岡雨潤津高物。蓋

阻墨（50）産亙盆担是。縄定智慧大海水中出。起慈悲雲潤及可度。現大光明種糧安化。蓋宣担韮

堕豊王止全（51）国重（臼）困O 所感作勝功徳者。供養如来等。名所磨作。依法供養中最。名感作

勝。i直立型盈者。肇地所作。＊己満足故。智度論去。（53）宣（54）閥法頂法忍法世間第一法。並立主

監生。得苦法忍等諸鉦漏善根。並立三＊己避。宣旦輩道。並金旦ft。宣旦並道。並.t.＊早避。宣

豊道。並盆庄f主。量豊皇道。並2三＊己型E。

〔司｜｜読訳〕

［第一］「徳の功徳」とは、功徳、の首題を断ずるを謂う 。是の徳は、相の差別無し。是の故に

韓に就いて、徳の功徳と名づく 。

［第二］「諸もろの功徳」とは、他の功徳を伏すを謂う。伏す所の異に随いて、名づけて諸も

ろと粛すなり。

［第三］「不違の功徳」とは、自ら功徳に順ず。自ら能く随順するが故に、不違と名づく 。

［第四］「勝功徳」とは、大力有るが故に、 勝功徳と名づく 。

龍樹の説くが如し、「無数の阿羅漢の中にて最大力なり。故に、龍 ・象と云う。水行の中に

て龍の力大に、陸行の中にて象の力大なるが故に」と。又た「大龍王の大海従り出でて大雲を
そそ

起こし、遍く車空を覆い、大電光明を放ちて天地を照らし、大困雨を溺いで蔦物を潤浮するが

如く、諸もろの阿羅圏も圏た復た是くの如し。蹄定智慧の大海水の中より出でて、慈悲の雲を

起こし、潤い度す司きに及ほし、大光明種種の愛化を現じて、賓相の法雨を説き、弟子の心に

善困を固ぜしむ」と。

［第五］「所磨作の勝功徳」とは、如来等を供養するを所感作と名づけ、法供養の中の最たる
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に依りて、感作の勝と名づく。

［第六］「i雨足の功徳Jとは、準地（55）の所作、己に満足するが故に。

『［大］智度論』に云わく 、「圏法 ・頂法 ・忍法・世間第一法を得るが故に所作と名づけ、苦法

忍等の諸もろの無漏の善根を得るが故に己に排ずと名づく 。見諦遁を得るが故に月！？作と名づ

け、思惟道を得るが故に己に排ずと名づく 。肇道を得るが故に所作と名づけ、無差昇道を得るが

故に己に排ずと名づく」と。

5-C-2-1-3-3c.解云⑪ ・摂取事門（自第七至第十）

〔校訂テキスト〕（K.2lr5 22r4 ・ S.10r27-llrll ・ D. 714bl0-715a8 ・ H. 3C7b20 cl8・X.784b22 cl4) 

(56）第主過型豊中。過重者。此中以愛矯重権故。過求命供養恭敬者。以遠得浬繋利放。能過世

間求命等（57）利。 自求命等~lo(58） 己利故。 論。（59）豆（60) ill. * .E.!ll。孟血1l:* .E.!ll。行諸善法是名＊

Efil。諸鈴法是名非＊Efil。信戒捨定慧等諸功徳。二盟監（61）萱盤並。今世後世常得幾故。主重

盛並型並。盆（臼）矯＊豆型l。盤主＊己主1。血盟蓋堂（63）開種種無道法輿諸禽獣等無異 （臼）圏

求正智要遁法 得脱老死入浬梁過よ王星者。以霊諸有結故。（白）有謂欲等三有。結謂愛等九

結。論云。（66）是結使霊及有。是有霊及結使。並盆査盆重。如人従高庭堕未至地（67）園且ム亙。

難未死知必死故。如是諸阿羅漢結使＊己塁。知有必富霊故。童査益重。よ（68）よ型筆者。以是不

動法故。感作利盆衆生功徳者。 以得榊i盈無量等故。よ亘型箆者。以到究寛故。列名之文。論存

略也。締結之文。如前＊己務。第五菩薩衆中。文亦有五。一標衆。二唱（ω）数。三嘆徳。四列

名。五締結。

〔司｜｜読訳〕

第七「過の功徳」の中、「愛（均）を過ぐ」とは、此の中の、愛を以て重機と篤すが故に。

「求命（71）の供養 ・恭敬を過ぐ」とは、浬繋の利を逮得するを以ての故に。能く世間の求命等

の利を過ぐ。求命等は己利に非ざるに由るが故に。

re大智度］論』に「云何が己利、云何が己利に非ざるや。諸もろの善法を行ずるは、是れ己

利と名づけ、諸鈴の法は、是れ己利に非ずと名づく 。信 ・戒・捨・ 定 ・慧等の諸もろの功徳

は、 一切の財賓に勝るが故に、今世 ・後世に常に梁を得るが故に、甘露城に能く到るが故に、

名づけて己利と矯すJと。「絵は己利に非ざるなり。偏に説くが如し。「世に図れる種種の無道

の法は、 諸もろの禽獣と等しくして異なること無し。園に正智の要道の法を求め、老死を脱す

ることを得て浬繋に入るべし。j」と。

「上下界（72）を過ぐ」とは、 「＠諸もろの有結を霊くす」を以ての故に。有は欲等の三有（刀）を

謂い、結は愛等の九結（74）を謂う。

re大智度］論』 に云わく 、「是の結使を霊せば有に及び、是の有を輩せば結使に及ぶ。故に有

結を童くすと名づく」と。「人の高慮従り堕るが如し。未だ地に至らざるも、此の人死すと園
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う。未だ死せずと難も、必ず死せんことを知るが故に。是くの如く 諸もろの阿羅漢は結使巳に

霊くれば、有も必ず首に霊くべきことを知るが故に。有結を童くすと言う」と。

［第八］「上上の功徳」とは、是れ不動のj去を以ての故に。

［第九］「感作利金衆生の功徳」とは、榊通無量等を得るを以ての放に。

［第十］「上首の功徳」とは、究寛に到るを以ての故に。

[A4）「列名」の文は、 『［法華］論Jは略を存するな り。

[A5）「締結Jの文は、前に己に稗すが如し（75）。

[BJ第五の菩薩衆（76）の中、文亦た五有り。ーには、［BI）「標衆」、こには、［B2）「唱数」、三に

は、 ［83）「嘆徳」、四には、 ［84）「列名」、五には、［B5）「線、l結」なり。

5-1-2-3-2. 論日⑫ ・普薩功徳成就

〔校訂テキスト〕（K.22r4 6・S.llr 11-12 D. 715a9-10・H.307c19-21 ・ X. 784c15 16) 

論目。（77）菩薩功徳成就者。壁土三盆。二回量量。主基盤迎。盟笠二旦。一者上支下支門。二

主量E重旦。

〔訓読訳〕

『［法華］論jに日わく、 「「菩薩の功徳成就」とは、彼の十三句、 二門の婦の義の示現な り。

態に知るべし。何等をか二門なる。ーには「上支下支門」、ごには「婦取事門」なり」と。

5-C-2-2.解云⑫ ・菩薩摂功徳門 （菩薩功徳） [83] 

〔校訂テキスト〕（K.22r6-8・S.llrl2-15 ・ D. 715all-13 ・ H. 307c22-308al ・ X. 784cl 7 19) 

（均）解云。 自下＊瀬示菩薩磁功徳門。即是第三嘆徳文也。於中有三。（川一牒章。 二分門。三稗

義。此即牒章及分門。於中有三。一分。二徴。三列。如文。

〔訓読訳〕

解して云わく 、白下は、 ［5-Cナ 2）「菩薩錨功徳門」を額示す。即ち是れ、第三［83）「嘆徳」の文

なり。

中に於いて三有り。ーには、［5C 2 2 I）「牒章」、二には、［5c 2 2 2）「分門」、三には、［5-C十 23) 

「稽義」な り。此こは即ち［5～C-2-2ーI）「牒章J及び ［5C-2-2-2）「分門」 なり。

中に於いて三有り。ーには「分」、二には 「徴J、三には 「列」な り。 文の如し。

5-1-2-3-2-1.論日⑬ ・上支下支門

〔校訂テキス ト〕（K.22r8 v 1 ・ S. llr15 ・ D. 715al 4 ・ H. 308a2 3・X.784c20) 

論日。（鈎）上支下支門者。所謂線相別相。些蓋塵担。

〔司｜｜読訳〕
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『［法華］論Jに日わく 、「「上支下支門」とは、所謂、得、相 ・別相な り。此の義、曜にま日るべ

し」と。

5-C-2-2-1. 解云⑬ ・上支下支門

〔校訂テキス卜〕（K.22vl 4 ・ S. llrl6 18・D.715al5 17 H. 308a4-7 ・ X. 784c21-23) 

(81）解云。線相是標句。故名上支。別相是稽句。故云下支。皆於阿樗多羅三貌三菩提不退勝

者。即是標句。皆得陀羅尼等十二句。是稗句故。（82）園。

〔訓読訳〕

解して云わく、 「栂相」は、是れ 「標匂」なり。故に、「上支」と名づく 。「別相」は、是れ

「稽句」なり。故に、「下支」と云う。

「皆な阿樗多羅三親三菩提に於いて退縛せず」とは、剖ち是れ「標句」なり 。「皆な陀羅尼を

得る」等の十二句は、是れ 「稗句」なるが故に。（お）圃う。

m 結言

以上、本稿では、『述記』における 『法華論』の「七種功徳成就」の第二「衆成就」の第三

「摂功徳成就」の第一「声聞功徳成就」の第二「総別相門Jから、第三「摂功徳成就」の第二

「菩薩功徳成就」の第一「上支下支門」の冒頭部に対する注釈までの校訂テキス ト並びにそれ

に基づく訓読訳を提示した。

義寂釈義一撰『法華経論述記jは、釈者義寂による前半の義寂解釈部と、撰者義ーによる後

半の義一撰集部という前後二部構成になっている。本書の取 り扱い方に関しては、拙稿

[2014: 509-08］において「義一撰集部において義ーは、 義寂の解釈を用いるに際して「和上

云」と断って記しており 、これと完全に合致する同文が前半の義寂解釈部において見出され

る。つまり 、後半では義寂の解釈を一部採用に止めた、ということが示唆される」 （訂正を含

む）と指摘したように、明硲な規定を提示している。かくして本稿までが前半の義寂解釈部に

あたる。

最後に、本書に関するこれまでの研究をまとめておきたい。

①金刑坤「義寂釈義一撰 f法華経論述記Jについて」（『印度準備数撃研究』631）日本印度

学仏教学会、2014年12月、 pp.510-505、②金柄坤－ 桑名法晃「義寂釈義一撰『法華経論述記J

の文献学的研究(1）」（『身延山大学仏教学部紀要.I15）身延山大学仏教学部、 2014年10月、

pp 19 43、③金柄坤 桑名法晃「義寂釈義一撰『法華経論述記』の文献学的研究（2）」（『身延

論叢.I20）身延山大学仏教学会、2015年 3月、pp.55 69、④金問坤「義寂釈義一撰 『法華経

論述記』の文献学的研究（3）」（『法華文化研究.I41）立正大学法華経文化研究所、2015年 3月。

なお、これら一連の研究に対する補足として、⑤望月海慧 ・金問坤編著『婆薮繋豆菩薩造
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法華論』（法華経研究叢書 2）身延山大学東洋文化研究所、2016年 3月を併せて参照されたい。

注

( 1 ) 「留支訳」に「縦、7)1J制ll"J点。皆足阿羅漢等十六句。初旬是総。除句別故。 ー十五者一階刻if:J'ま，，同牛諸

衆1~~者功徳筋利盆一切論衆／｜ミ故。 」（T.26 no.1519 p.lc, ll.21-22. p.2a, ll.5-6）とあり 、『述記』所依の「流

支訳」に一致する。一方、「摩提訳」には「盤＠迎巴l主。宜羊＠羅漢等 卜六旬。＠初旬総！徐旬日lj故。 ・卜五

者）！，以ll'f't知｜司生＠室直通旦盤。盈型盆二_!2'.l_G主主些。」［T26p 11脚註＠］ 「（盟）＋経j英00つ ［向上＠］

「／｝lj+ （且）~」 ［向上＠］ 「初旬 ＝ 等盟主主~00」 ［ 向上＠］ 「（l/i) ＋衆O⑪ ＊J (T26 no.1520 p llb, 

ll.7-8, ll.20-21）と 、『論疏』には「盤旦盟凹主・皆J止阿縦波等十六｛＇.）.仁jo，盟主羊盤。盤主出1並。…土Ji

者J忠創11工夫｜｜同牛＠草生生得議功徳j奇利盆一切訴＠主主主」 ［T40p789脚註＠］ 「［巾］イ ＠」 ［向上⑪］

「［諸］イー＠」 ［向上＠］ 「衆＋（主）イ⑮」（T.40no.1818 p 789a. l.13. ll.15 16. ll.27 28）とある。

( 2) 「留支訳」に「彼阿総決名之f.HIE。 有 卜五位l悠義肱知1。 ｛口I ~手十五。 一点舷受飲食臥具L町長ぷ敬等

些。二者l医J的大衆教化~1,1]故。三名一）忠人緊落城邑笠故。 盟主監監生諸丘道笠，1次。 J (T.26 no.1519 p.lc, 

ll.22-26）と あり、『述記』所依の 「流支訳」 と詩句の相違がみられる。一方、 「摩提訳」 には 「皆j止＠羅

漢者。 1主＠星監暗室手Iよ主盟主舷’担。一者舷受飲食｜臥具供:i?t:?i~敬等故。二点l巴J降大衆激化一切J故。三主

監ム塁'!:f_域邑笠故。盟主監監JA諸丘道笠放。J[T.26 p.11脚註＠］ 「（阻）＋訪日決己＠＊」［向上⑧］ 「名 ＋

（之お肱lOOJ［向上＠］ 「知＋（何等 卜五lOO」（T.26no.1520 p.llb, ll.8 12）と 、『論疏jには「皆是

阿羅漢者。 彼阿*7~漢＠名之Fi！！$ イョー十冗＠桁義l底知。 何等 ！ ·ft".。一者舷受飲食臥具供長J1~敬等故。二者l伝駒

大衆激化一切放。三必）！$入緊務城邑笠故。盟主監監些諸丘道笠故。」［T.40p 789脚註＠］ 「［名之魚！！さ］イ

ー⑫」 ［向上＠］ 「将＋（監）イ＠」（T.40no.1818 p.789a, il.16-20）と ある。ちなみに、本箇所の 『論疏J

所引の 『法華論jは 「摩提訳」 に近似する。

( 3) 乙本には 「介Jとあるが、 朱筆で「今」 に校正する。

( 4) 甲本には 「口口」とあり、右に「＝噌リ と訂正し、甲本の細注には 「者リ とあるが、乙本には

な丈、一年）－｝（！）スペースがあるのみ。

( 5) 『続蔵経j f新続i歳』 の誤り。［続蔵経II新続蔵jには「巳」 とあるが、甲・乙本には 「己っ と

ある。但し、 『韓仏全』は 『続蔵経jに従わずに左の如く 訂正する。

( 6) 甲本には 「切＋図」 とあるが、乙本には一字分のスペースがあるのみ。

( 7) 甲 乙本の脱字か。甲－乙本にはないが、 「留支訳」に「伏＋諸」 とあるため、 「E副 を補った。但

し、『玄賛』には 「PC!ff$降伏外道等。心誇ff)平l院具箱I排故。」（T.34 no.1723 p 669a, ll. 7-8）と あり、『述記』

と同 じく 「諸」 を欠く 。

( 8) 『大智度論』巻第三に 「復次韮Z1道笠。型通韮王監。主立二功徳、若行二功徳求道＠壬豊壁。担ム且亙

』主主査盟。 ー復次査外道。但布施持政市町！？浄。有但布施雨iji定況がi浄。宜旦主些求笠蓋並並盟。主企笠重

重道歪且且。 主坐盟盟主少盟~。 垂直盟。 是人IJ'.1t一虚心得監盤。 互主JfilJf監。 皇壁道主盟亙並。 主g•偏
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益事！〔功徳人不能’波生老病死之大海 少盟盈ム亦壬＠渡 蕎行道法修f，所説是中熔説須政陀党志経。」

[T.25 p.剖脚註⑪］ 「［不能得］一＠」 ［同上＠］ 「［偶］ ⑮＊」［向上＠］ 「渡 ＝亙⑫キ」（T.25no.1509 

p.80b. ll.19 22. pSOb. l.25 p.80c. l.4）とある。ちなみに、本箇所は 『述記』でしか引かれない。

( 9) 『述記』の誤字。甲 乙本には 「切」 とあるが、乙本は朱筆で 「功」 と校正し、 『大智度論jの該当

箇所にも 「功」 とあるため、 「E却 に訂正した。なお、 『韓仏全』では ［HZp.306脚註＠］ に 「「切」疑

「功」⑩。」と指摘している。

(10) 諸版本の誤り。諸版本には「但」とあるが、甲－乙本には 「但っとある。

(11) 『述記Iにはないが、『大智度論jの該当箇所に 「有＋外道」とある。

(12) f韓仏全jの誤り。『韓仏全』は 『続蔵経jに従わずに 「但つと訂正するが、甲本・乙本・ rR売蔵

経J. r新続蔵jには「但Jとある。

(13) 『述記Iにはないが、 『大制度論jの該当箇所には「施＋求」とある。

(14) 『述記』には 「小」とあるが、 『大智度論jの該当箇所には 「少 っとある。

(15) I述記jの誤字か。甲 ・乙本には 「向」 とあるが、『大智度論』の該当箇所に「得」とあるため、

「lffilJに訂正した。

(16) 『述記jの脱字か。甲・ 乙本にはないが、 『大智度論jの該当箇所に「繋＋道」 とあるため、「園」

を補った。

(17) 『述記』の脱字か。申・ 乙本にはないが、 『大智度論jの該当箇所に「如＋偏」とあるため、「圃」

を補った。

(18) 『述記』の誤字。甲 乙本には 「品」 とあり、甲本の細注には 「×又」 とあるが、 『大智度論』の該

当箇所に 「亦」 とあるため、 店副に訂正した。

(lg) ［三義l応、熱賊、不生のこと。

(20) 「留支訳」に「五者舷以智慧速観察法故。六者肱不疾不返説法如法相舷不疲倦故。七者謄静坐空閑

星。飲食衣服一切資生不積不緊少欲知足故。ム者謄二血丘萱行主主査盟故。九者総行空聖行故。立宣J!}£_

行1！正相聖！行故。十一者ff!H-行無願望行i枚。 卜二者熔降伏llJ！日1科’浄心故。 ト三者）！$起諸i盈勝功徳故。 卜凶

者JI民登第一義勝功徳故。十五者熔如i'r知同生諸衆得諸功徳局利盆一切諸衆生放。」［T.26p.2脚註＠］

「浄＝静⑩」（T.26no.1519 p le. l.26 p2a. l.6）とあ り、『述記j所依の 「im支訳」と語句の相違がみら

れる。 一方、 「摩提訳」 には 「五者熔以智慧速観察’法故。 六者~ffl5不疾不i!ll説法。如法相l悠不疲倦故。七

者際協坐空｜羽慮。 飲食衣服一切資生。 不積不緊少欲9-11足故。 入者J!i,~一向行善行不著諸制i故。 ブL者目修行空

型行故。 一｜者）！$ 行~！！＼相 llE行故。 1一者！！15行無願聖行故。 卜二者賂降伏llJ：問料＠浄心故。 十三者l悠起諸i盈

監旦盈故。 卜四者ff!［.設第一義功徳故。十五者熔如j＇］＇匁l同生＠量得諸功徳。j奇利盆一切＠衆生放。」［T.26

pll脚註＠］ 「（諸） ＋法00」［同上＠］ 「浄＝定⑪」［向上e1「（韮） ＋衆⑤＠つ （T.26no.1520 p.llb. 

ll.12-21) と、 I論疏Jには 「五者階以智慈速観望美諸法故。六者ffl5不疾不渥説法虫［J法相熔不疲俗故。七者

舷静坐宅閑庭飲食衣llli一切資生不積不衆之坐知足故。込者ff$二血1工萱行互主韮盟故。九者ff!E行空聖行
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故。 ！者 NE行1!¥f：相生行故。十一者一NEh無廠壁行故。 ｜二点ff!E降伏世間前i浄心故。 ！二者11/!JA退治而11；凶勝功

徳！＆。 ト円高lも詮第一義勝功徳故。 卜五者謄立IJ賢女JI 同生申請衆生得諸功徳局不IJ:i;it~ 切 ~J:Y ID衆故 J [T40 

p789脚註⑪］ 「［諸J1ー⑮」 ［向上＠］ 「衆＋（生）イ⑫」（T40no.1818 p 789a, ll20-28）とある。

(21) 『韓仏全』 の誤植。『韓仏全Jには 「注」 とあるが、甲本・乙本 ・『続蔵経1・I新続蔵jには 「法」

とある。

(22) 『仰地経論J巻第二に「於秒｜；所説法見奈耳目。速入Jt主主。故名捷慧。自lllR此中多人其主主。故名迷:tit。

能多行者説名法故。」（T.26no.1530 p.299a, ll15 17）とあ り、本箇所に依るものと考え られる。

(23) 甲本には 「故＋図」とあるが、乙本には一字分のスペースがあるのみ。

(24) 乙本に 「法」 は添字。

(25) 詳細は不明であるが、例陀耶舎共竺例念等訳 『円分律J巻第三に 「爾時｜立偉即説1月三 多求人不愛

過求致怨憎 焚志求龍珠便不復相見 汝等比丘’J：同l。 ） ＇；至斉4二件｝不意人乞。 而況於人多求4！＼~厭而不

憎悪。云何瞭野比丘療人。私作大房合多所乞索成ilfl:如 tU。J( T.22 no.1428 p584c. l.29 p 585a, l.6）と

あり 、本箇所に依るもの と考え られる。参考までに、『玄賛Jには 「七lf!E,lffi坐宅閑慮。飲食 ・衣服等一

切資牛。 ィ、積不緊小欲知l ｝；己。 猫 ~II大龍離間~I~故。 」（T.34 no.1723 p 669a. ll.11-13）とある。

(26) 乙本に 「作者」 は添字。

(27) 甲 ・ 乙本の脱字。 甲・ 乙本にはないが、 「留支訳」 に「故 ＋ ffl!JJ とあるため 、 「~ を補った。

(28) 甲 乙本の脱字。甲 ・乙本にはないが、「留支訳Jに 「蕎＋行」 とあるため、「lmJを補った。

(29) ここ は 「＠離諸 !fl•除」が入るべきと こ ろであるが、 義寂は 「解云③ ・ 上上起J における 「故能離五

陰弔纏J(X.46 no.790 p.783a, 1.9）という 自らの解釈を用いて 「離五陰捨」 に置き換えている。

(30) ここは 「＠法待己矛IJ」が入るべきところであるが、義寂は 「解云③ ・上上起」における 「以法得浬

娯之利故」（X.46no.790 p.783a, ll.16 17）という 自らの解釈を用いて 「得出禁干IJJに置き換えている。

(31) 乙本に 「功」 は添字。

(32) 甲本には 「知」と あるが、乙本に「智jとあ り、「留支訳」にも 「一切心得向在者。＇＠知見遁修道

智故。J(T.26 no.1519 p.lc, ll.13-14）とあるため、「匡到に訂正した。

(33) 甲 ・乙本には 「所得功徳」 とあるが、「留支訳」には 「得諸功徳」とある。叙述の形式からして

『法華論Jの本文と考えられるため、「得諸」 の誤字である可能性がある。

(34) 乙本には 「願」 とあるが、朱筆で 「耳目つと校正する。

(35) ［空聖行］「後の無相聖行と無跡、聖行とを合せて三解脱門と云ふ、この三の聖行は解脱に入るの門な

るが故な り 。 ~聖行とは ~1,7]宅なりと 在日ずるな り 。 1!\I〔相聖行とは一切空の故に諸法は差別の相＃！！＼しと 観

ずるなり 。無限聖行とは一切治法己に空Jilli相なるがi'＆にJ：界の中に於て願求する所無き なり 、無願亦は

1!l〔作とも 云へ り、請の生死の楽に於てfr）%すること1!¥liきなり。」（清水梁山 口922b7-8 (n35）］）。

(36) ［三徳］通常は仏にそなわる三つの徳、すなわち、智徳 （すぐれた智慧によ って真理をさとるとい

う徳）、断徳 （一切の煩悩をことごとく断じているという徳）、恩徳 （大願力によって衆生を救済すると
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いう徳）のことをいう。参考までに、『斉E桂成本正iid巻上には「成j上究者。111-' f軍戒成三イリl l ;'l~ 。 ~＼ ＇Jtlt儀

7戊！£断徳法身。 ~b'i i存法j皮！ぷ智徳目色身。 脳衆ノ｜二）皮成恩徳化身。 」 （T40 no.1814 p662a. ll.18 20）とある。

(37) 「留支訳」に「断取・Jil"U号。此卜五旬。版取 卜純功徳。・ 卜局指取ト汁功徳。立LI経歪lj第一彼岸欣。」

(T26 no.1519 p2a. ll.6-7守 ll.2324）とあり 、『述記』所依の「流支訳」に一致する。一方、「摩提訳」に

は「断取引ド＇ J,f<;。此 1-・h旬。錨取 IH！功徳。－｜お断取い可功徳。立II*i到J!;g.彼岸1＇＆」（ T.26no.1520 

pllb. ll.21 22. p.llc. ll8-9）と、『論疏』には「踊取引＂ Jお此 ｜今江旬掛取 ｜純功徳・｜者指取｜二？？功徳。

如来1歪u;n一彼岸I＆」 （T.40no.1818 p.789b. l.8. p 789b. /.29 p 789c. /.1）とある。

(38) ［十五句l 「＠皆J.i':M縦波」を除く 、 「＠諸j~j 己舟」から「＠歪lj第一彼岸J までの十五句のこと 。

(39) 乙本に「｜」 は添字。

(40) 「留支訳」に「断取事川点。 此十五旬。 ~詰取 ｜ 積功徳。 ！！IE知。 示現可読来不可説果故。 何等お 卜。 」

(T.26 no.1519 p.2a. ll.6-8）とある。一方、「摩提訳」には「路取・J；：門者。此卜 Ir.旬 。路取 卜種功徳。＠示

現11J説;R小11J?Jtょに＠些。」［T.26p.11脚註＠］ 「（肱知）＋示。＠」 ［向上Gil「，＇＆ + ( {nJ等f,'j卜）＠⑪」（T.26

no.1520 p.11 b, ll.2ト22）と、『論疏jには「錨取・JT門必此 l・Ji.｛リ脳取 I・fill功徳肱知l示現可説来不可読果故

…H ~干筋 ｜。 」 （ T.40 no.1818 p.789b. ll8-9, 115）とある。

(41) 諸版本の誤り 。諸版本には「弁」とあるが、申 ・乙本には「緋」とある。

(42) 『檎（｝；11畑地論』巻第九十八に「従此U後不復熔伎座江主止。如＇［＇.）＇ 己断一切煩悩。自11於岡崎於諸煩悩

監盈主望。血盟よ盤。自11111遠離増日受故。此現'I'!'有究克明i除。立LI＇］：江領受己得明！院所行境性 。丘世血盟仁

切所イjイ1n法故。 ：：知ゆJ I批dJ一、待出版t。 於i:f繋 ，－11 0 能取所~i;(二将施設皆無所有。 ~ i;tJ戯論永減離故。 是故

／う至誠イjj';l, ／；去可得l長嶋問符施設能取所取百論系別。 究よ·~1' 1！ 繋 J!!\J'Cl,法中一切問答言論差別。 皆不虫IJL'l' 。 」

(T.30 no.1579 p863b. l/.14-23）とある。ちなみに、本箇所は 『述記』でしか引かれない。

(43) 乙本に「論jは添字。

(44) ［可説の果 ・ 不可説の果］ 「可説の果とは特間凶~；の 1-11 の ~IJ の －＇ !:1主を云ふ 、 彼の果はその世話t くべき

がl放なり 。 不可説の，＇＋＇.；とは tn阿呆；をぶふ 、 j伎のJ誌の徳は無］，＼~にしてるt ＜可からざるが故なり 。」（清水梁

山［1922b8 (n36）］）。

(45) 「留支訳」に「一者断取骨量豊箆二旬示現。如経諸漏己必1！！＼復煩悩故。二者三句婦取韮型盤。一句降

伏｜｜卜IHJ功徳。如経心得円干Ei'没。二句降伏11:¥I止問型人功徳。白日経斧得心解脱普得慧解脱故。三者磁取不法

功徳。随II凶如来季士＠作放。加l終心善調伏故。れ1,Jt,・路取勝功徳。如経人中大龍放。五者指取所）！草作勝功

徳。 所NH.作イ号。 謂能f火法供養るふ敬:i;c~ <TI 立「I＊。 立n終！悠作者作 ,tile 。 J、者廊取ffll~功徳。 満足型地故。 如経所

作L'.rM敗。」［T.26p.2胸l註81「徳＝私ゆ」 ［向上＠］ 「作＝行G」（T.26no.1519 p.2a. ll.8 18）とある。

一方、「摩提訳」には「－·,fr鰯取得功徳二句示現。 立[I終 ~~i騎巳品刊！〔復煩悩故。二お三句財取~it功徳。 一

旬降伏i止｜問功徳。自｜｜経心得白布故。二句降伏II.：世間t;;t人功徳。立「l経苦得心解脱善得慧解脱i改。三者指取

笠通辺生。随11M1?K数行故。卵1経心持制伏故。凶者一指取監些盈。如経人中大龍J氏。五者指取監監企盤呈

'c~l 。 月il悠 i'I＇⑪者。 依法供It.11~敬符： 1·~1 乃R: 敗。 立日経ff{g作者約三 故。 六者脳11xn11足功徳利足型地故。 如経所作
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己効字放。」［T26p.11脚註＠］ 「者＋（消能）＠⑪」（T26no.1520 p.llb, l.23 -p.llc, l.3）と、f論疏』には

「－，（号制取断盈盟生二句示品L如主主諸漏己識i!l(i友煩悩i枚。二必 ゴリ悩取韮丑~。 一旬降伏｜止↑:ti功徳則l経心

得 l~I {1:1次。 二句降伏1\\1止 i尚早人功徳tm終善得心fWll除草専向~~解脱故。 三者脳~＇＜不法功徳随H脚立11＊数行故o

iliJ経心苦調伏故。 凹者織~＇＜勝功＠徳如経人中大龍故。 五者婦取所／！II}作勝功徳所ffUI三者謂能依法供養恭敬

曾ii！如来放白日経!!IE作荷作故。六者福取逝星旦盤。満足早地故。如経所作己￥＜i'故。」［T.40p 789脚註G'll

「徳＋0＆）イ⑮」 （T.40no.1818 p 789b, ll.15-24）とある。

(46) 『大智度論j巻第三に「復次郎伽IWZ名龍l式名象。北fc千阿経様。諸.，，！！＼＼数阿長rlii英r¥-1~走大力。 e:!E:以故

言がIfill.町｜｜生。水行中龍力大。｜港行中象力大。」［T25p81脚註＠］ 「［fil＼数］ ＠⑪J ［向上⑫］ 「足以＝

以是RR⑮＠J［向上＠］ 「［如］一⑫J(T25 no.1509 p8lb, ll.15-17）とある。ちなみに、『績述』には

「八人巾大龍求。歎得9,",';;¥1。木名Y空洞加的II。！曹洞言大。l郎伽言皇7守星。引けK行中118カ大。監 立正室主

大。まE:諸羅漢依制定得平日i'！.立。1iii段立I.I平f!lUO:i拘擬。放口人1¥1大能。J(KT no.206 r.l p.16r, ll.9-12）とあ

り、『大？？度論jの問箇所が引かれている。

(47) 『大智度論j巻第三に「復次皇出藍」二。従大海u：起於大雲温夜虚空。放大＇1[2光明！終天地。＠盟主洪E

盟豊直盤。並胆MI漢亦皇主！塁。＠従蹄定利1慧大潟水中’ill。起慈悲雲澗及可度。現大光lリJ極糧援化。韮主；

骨法キ｜団些王立主生ife汗。」［T25p81脚註＠］ 「樹＝件。＠」［向上@ill「［従i-u⑪」 ［同上＠］ 「［II:¥]

⑫J ［同上＠］ 「法相 ＝担並⑮＠」 ［向上~］ 「河 ＝根②⑪⑫J (T25 no.1509 p8lb, ll.22-27）とある。

(48) 諸版本の誤り。諸版本には 「虚」とあるが、甲 ・乙本には「鹿」とある。

(49) 『述記jの誤字。甲・乙本には 「供」 とあるが、『大智度論jの該当箇所に 「洪jとあるため、「E到

に訂正した。

(50) 『述記』の脱字 ・誤字。甲 ・乙本には「品」とあるが、I大智度論jの該当箇所に「淡亦」とあるた

め、 「匿~に訂正した。

(51) 『述記jの誤字。甲 ・乙本には「廿¥Jとあるが、『大科度論』 の該当箇所に「生jとあるため、国主

に訂正した。

(52) 甲 ・乙本には 「凡」とあるが、甲本は「牙」 に罰点を付し、左に 「；）二？Jと訂正する。但 し、［大

智度論Jの該当筒所（脚註） に 「恨Jとあるため、例外的に 『大智度論』に倣い「阻jに訂正した。

(53) 『大智度論j巻第三に「復＠次媛法頂法忍法世間第一法＠得故名所＠作c 育法忍等諸無漏善根＠得故名

旦＠遊。旦並道．得並皇me立。星監道得並皇且組。＠成笠＠道並金me立。主皇道＠得並金旦＠艶。」［T.25

p.810脚註＠］ 「［待］一⑫＠＊」［同上01r次＋（宣）＠＠」 ｛同上ell「作＋（宣）⑫＠勺 ［同上＠］ 「加＋

（畳）⑫＠つ ［同上⑮］ 「［成］一⑤⑮，成＝畳⑮＠J［同上＠］ 「道＋（得JOO」（T25no.1509 p 81c, ll.9-

13）とある。

(54) 『韓仏会』 の誤植。『韓仏全』 には「嬬」とあるが、甲本 ・乙本 『続蔵経.J. r新続蔵』には 「嬬」

とある。但 し、『大字＇i'度論Jの該当箇所に 「俊」とあるため、例外的に 『大作度論』 に倣い 「函」 に訂

正した。
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(55) ［学地］「主主間四架の中1liJの三架を左手地と云ふ。見道修道の位にして向ほ製するところあるが故に之

れに釘して第vi:1；裂を！！l＼息地と云ふ。己に見道修をJ健治して更に与するもの刻、きが放なり。」（清水梁山

[1922b 8-9 (n37）］）。

(56) 「留支訳jに「主者三句掻取謹呈盈。ー者過塁。二者過求命供養恭敬。三者過よヱ星。巳過準地

故。立LI経隣諸重捻故。主主得己利故。謙諸有結故。八者描取上上功徳。如1経善得1E智心解脱故。九者版取

l悠作矛IJ 主主草花生功徳！。 立n縦一切心得，~， 花放。 十者締取よ萱盟~。 如経到第一彼岸故。」（T.26 no.1519 p.2a. 

ll.18 24）と ある。一方、「摩提訳jには「七者三句磁取過功徳。 一者過’受故。二者jJ&求命供養恭敬

故。三者過よ王星巳過摩地故。立日経離諸重＠婚。i選得己＠幸IJ菰諸有結故。入者指取よ＠よ丑盤。立日経普待

正午中心解脱故。九者儲取lf!Ef乍利盆衆生功徳。如l経一切心得向夜故。一卜者指取上首功徳。主J］経吾IJ第一彼岸

故」 ［T26p.ll 脚註＠］ 「受＝互宅地」 ［向上Gl 「除＋ （故）~」 ［向上＠］ 「手IJ ＋ （故）＠＠」 ［向上＠］

「ヒ＝下⑤⑩」（T26no.1520 p.llc, ll3-9）と、f論疏jには「主者三句錨取過盟盤。一者追’霊！枚。二者

過求命供養恭敬故。三者jJ!IJ上下界己過皐地故。立日経！雛i荷重姶jき得己利裁諸有結i故。入者版取上上功徳。

立日経善得正智心解脱故。九者鰯取！！$作利盆衆生功徳。如経一切心得自在故。十者搬取上首功徳。如経到

第一彼岸故」 ［T.40p789脚註＠］ 「愛＋（欲）イ⑮」（T.40no.1818 p.789b. l.24 -p.789c. l.1）とある。

(57) 乙本には「1J1利」 とあるが、反転記号で「利巾」と訂正する。

(58) 『続蔵経J. r新続蔵』の誤り。I続i議経J. r新続蔵jには「巳」とあるが、甲・乙本には 「己つと

ある。但し、f韓仏全jは 『続蔵経jに従わずに左の如く訂正する。

(59) 『大智度論j巻第三に「云何名己利。去。何非己幸IJ。行諸善法是名己平IJ。諸除町｜三法是名非己矛IJ。復

次信戒拾定［j等訊功徳。一切財｝lfij努欣。今｜立後刊7品f司祭故。＠能至IJ甘説城故。 ＠以是三因縁故。申名己

平IJ。 徐非己利。如＠｛品説 世＠知種種無道法 輿諮禽＼1比等先月具 嘗求正智要道法 得l院老死入／'i雪量」

[T25 p80 脚註~］ 「 ［偽］ 一⑨つ ［T.25 p82脚註＠］ 「何＋ （名）⑮＠」 ［向上Cl)］「［非］一⑫」［向上⑪］

「能至IJ甘露域＝甘高城能圭lj⑫＠」 ［向上fDl！［以是］~J ［向上＠］ 「 （是）＋名00」 ［向上＠］ 「知

＝智⑫＠」 （T25no.1509 p.82a. ll.8-12. ll.17-19）とある。ちなみに、本箇所は f述記jでしか引かれな

し、。

(60) 『述記』にはないが、 f大智度論』の該当箇所には「何＋名」とある。

(61) 参考までに、甲本・乙本 ・『続蔵経J.『新続蔵jには「貧jと、 『韓仏全j.「稼閤併殺全書検索」－

「CBETA中華電子例典協曾」には 「主要」とある。

(62) 『述記』には「筑」とあるが、I大智度論』の該当箇所にはない。

(63) f述記jの誤字。甲 ・乙本には 「起Jとあるが、『大智度論jの該当箇所に「知」（もとは 「智」か）

とあるため、「医副に訂正した。

(64) 『述記』の誤字。 甲 ・ 乙本には「常」とあるが、 『大智度論j の該当箇所に「~.;t;J とあるため、 「G1[IJ

に訂正した。

(65) 甲 －乙本の桁字か。甲・乙本には「有＋三」とあるが、「三」は桁字と考えられるため、 「三」 を消
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した。

(66) 『大智度論j巻第三に 「て騒有。欲有色有無色イI。云fnJ欲1T。欲界繋業qj(因縁。後世能生亦是業

報。是名欲1-J0 色布無色有亦立llJE。北名ffei,有。結殺者結有九結。愛結患結慢結凝結疑結見結取結i笠結嫉

結。是結使蓋及有。走有志及結使。以是故名有結盤。ー如人従高庭堕未至地言此人死。難未死知必死

些。言此人死。如是諸阿羅漢結＠旦且韮。主出坐宣車＠並。三五盆査。」［T25p.82脚註⑮］ 「［使］ 一＠」

［同上＠］ 「故＋（故）＠」（T25no.1509 p82a, ll.23 28. p.82b, ll.12-15）とある。ちなみに、本箇所は f述

記jでしか引かれない。

(67) 『述記jの誤字。甲 ・乙本には「之」とあるが、『大村度論』の該当箇所に「言J（もとは「云」か）

とあるため、「[dlJに訂正した。

(68) 乙本に「 k」は踊り字。

(69) 乙本にはくずし字で 「数」とあるが、朱筆で「数」 と校正する。

(70) ［愛］「五陰の重拾を云ふ。」（清水梁山 [1922b9 (n38）］）。

(71) ［求命］「邪命の活を求むるを云ふ。邪命とは法の正命に非ざる世間の貧慾利義の活命なり。」（清水

梁山 ［1922b 9 (n39）］）。

(72) ［上下界］「J－界は色1!tf；色の二界、下界は欲界、印ち：'fl-をふふなり。」（清水梁山口922b 9 

(n40) ］）。

(73) ［三有］「三界の異名。1.欲有、欲界の生死。 2.色有、色界の生死。3無色有、無色界の生死。」

（宇井伯議 ［1938:343］）。

(74) ［九結］「結は束縛の店、。衆ノ｜→を拘束して許悩を離脱することを得ざら しむるノL純の煩悩。愛 ・志 ・

慢 .1!l〔明・見 ・取 ・疑 ・嫉 ・慨をいふ。」（宇井伯誇 [1938:196］）。

(75) 5 c 2 1 3 1. 解云③上上起のこと。

(76) 十五衆中、第五菩薩衆のこと。詳しくは、研究（2）の注(16）を参照されたい。

(77) 「留支訳」に「許雌功徳成就弱。彼卜＝句 二門脳義示現舷知loJE控え口。－-l雪上支下支「＂］。三室血

血主出。」（T26no.1519 p.2a. ll.25-27）とあり、『述記』所依の「流支訳」 に一致する。一方、「摩提訳」

には「＠彼諸萱也監上二旦功徳三巴＠畳監＠担。一者上支 F支門。二者磁取事門。」［T26p.11 脚註~］ 「彼

＝得。＠」 ［同上＠］ 「薩＋ （功徳成就者彼）~」 ［同上＠］ 「脳＋（蓋主盟l®®」 ［向上＠］ 「知 ＋ （盟主

三回lOO」（T26no.1520 p llc. ll.9 11 ） と 、 『論疏』には「＠諸菩薩功徳成就者ー有上二~o功徳三丘！盛

義示脱fff!!-知 ー何等二l"Jー者 L支 卜支l"J二点脳取王jf1・111」［T40p 790脚註＠］ 「（彼）イ＋諸⑫」 ［向上＠］

「［功徳］イー⑮J(T40 no.1818 p790a. 1.14, l.17, l.19）とある。

(78) 乙本の誤字。甲・乙本には「律」とあるが、甲本は 「解」と訂正する。

(79) 甲本の誤字。甲本には「 ＋ 分」とあるが、乙本にはないため、「分」を消した。

(80) 「留支訳」に「 1~.2下支 1"J ＿，！＜；。所別総村｜別相此主主魁知。」（T26no.1519 p.2a. l.28）とあり、『述記J

所依の「流支訳j に一致する。一方、「摩提訳」には「｜て支下支門広。監宣盟主盟~Gl担監21!。」 ［T26 pll 
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脚註＠］ 「相＋（比韮lOO」（T26no.1520 p.llc, ll.11-12）と、『論疏jには「」二支下支門者所調総桐別

担＠比韮盟主1」［T40p790脚註＠］ 「［比義］イー⑮」（T40no.1818 p 790a. l.26）とある。

(81) 乙本には 「律」とあるが、朱筆で「解」と校正する。

(82) 甲・乙本の誤字。甲・乙本には 「四」とあるが、［D95p715a. i.18 ・ X.46 p.784脚註＠］ に 「阿疑

rl:J」（甲本の細注） と、［H.2p308脚註＠］ に「「四」疑「1::1」。」とあるように、「間Jの誤字であるた

め、「固Uに訂正した。

(83) 以下は義一撰集部にあたる。
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